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＜pick up＞
夢あんどんと夕涼み
第13回古河花火大会
＜特集＞
忘れるということ。誰にでも起
こり得る病「認知症」
◆ 第3次古河市行政改革大綱
　平成29年度実績報告
◆男女共同参画推進状況
　/全国大会出場
　
健康百科/公園日和
キラリ！輝く人たち
今月の古河っ子/わたしの夢
古河歴史見聞録
図書館の本棚から/古河今昔物語
まちの話題Report！
子育て情報
お知らせページ
Kogastagram/読者アンケート
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　人生100年時代と言われるようになった現在。
市内には定年退職後も地域貢献や社会貢献をし、
生き生きと活躍する人たちがたくさんいらっしゃ
います。
　地域の安心・安全を守るために汗を流し頑張っ
ていただいている事に対し、感謝の気持ちでいっ
ぱいです。そんな先輩たちを見習って私も「より
いっそう頑張らなければ」と改めて実感させられ
ました。
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　8月14日・15日に開催された夢あんどんと夕
涼み。お休み処坂長でレンタル浴衣の着付けをし
て来場した2人は、あんどんの絵を見ながら楽し
そうに話をしていました。
　また、太陽が沈み夜空を照らすあんどんが2人
の女性も美しく照らしていました。

今月の表紙は
「夢あんどん
と夕涼み」

　旧古河城出城の森をほのかに照らし出すあんどん。
地元へ帰省する人も多いこの時期に、ふるさとの歴史
を知ってもらいたいとの思いでスタートした、夢あん
どんと夕涼み。今年も、8月14日・15日に開催され、
会場となった古河歴史博物館・鷹見泉石記念館・古河
文学館では、コンサートや紙芝居などのイベントが行
われました。
　市民が作った約800基ものあんどんの明かりは、お
堀の水

み な

面
も

に揺れて、多くの人を魅了していました。

　見るだけでなく作るという体験を交えて夢あ
んどんと夕涼みを楽しむことを目的として、あ
んどんをつくろう講座を古河文学館で開催しま
した。
　7月31日、8月6日の両日に参加した31人は、
絵手紙の会の人たちの指導の下、水彩絵の具で
思い思いの絵をあんどんに描きました。

あんどんをつくろう講座

夢あんどんと夕涼み


